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1Abstract
  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
  This is the twenty-second article based on our research and results in which we studied the 
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[一一]今有蒲生一日長三尺、 莞生一日長一尺。 蒲生日自半。 莞生日自倍。 問幾何
日而長等。 答曰、 二日十三分日之六。 各長四尺八寸十三分寸之六。















初日 2 日目 3 日目
蒲 3 尺 3 ＋ 3 × 1―2 ＝ 4
1―2 尺 3 ＋ 3 ×
1―2 ＋ 3 ×
1―22 ＝ 5
1―4 尺
莞 1 尺 1 ＋ 1 × 2 ＝ 3 尺 1 ＋ 1 × 2 ＋ 1 × 22 ＝ 7 尺
　　　 　 2 日なら、莞は、4 1―2 –3＝1








める。これを莞で計算すると、莞は初日で 1 尺、2 日目で 2 尺、合わせて3尺（30寸）









る。 x 日目の蒲と莞の生長数をそれぞれ S 、S’とおくと、
　　　 　蒲　　　  S＝3＋3× 1―2 ＋3
1―22 ……＋3×
1―2x-1   …（1）






 　　　         　 1―2 S＝3－3×
1―2x 　 …（1）－（2）
　　　　ゆえにS＝6–6× 1―2x を得る。
　　　　莞 S’ ＝1＋2＋22＋23＋……＋2x-1 …（3）




　　　 　ここで S ＝ S ’より6–6× 1―2x ＝2
x–1、さらにX＝2xとおくと、6– 6―X＝X–1となる。
これをXについて整理すると、X2–7X＋6＝（X–6）（X–1）＝0となり、これを解く
とX＝1, 6となる。ここでX＝1のとき、 x = 0 となるので不適。従って正答はX＝6
のとき、 x =log26≒2.585を得る。

















　　 　答えにいう、2 6―13日、それぞれの長さは 4 尺8
6―13寸。
















　　（6 0）莞の例で考えると、 1 日目は 1 尺で、 2 日目は 3 尺である。蒲と同じ長さにな
るのが2 6―13日であるから、 3 日目の生長は 4 尺×
6―13日＝
24―13尺となる。その長さは、




　　　 「後の一日」とは、莞の 3 日目の生長数 4 尺を云う。この 4 尺に答え（ 6―13）の分子
6 を乗じ（ 4 × 6 ）、答えの分母13で割ってやると、 3 日目途中の 6―13日までの生長
数（24―13尺）が得られる。そこで莞の 1 日目（1尺）と 2 日目（ 2 尺）の生長数をこれ
に加えると、莞の 3 日目途中の 6―13日までの生長数（ 4 尺8
6―13寸）が得られる。
訳：按ずるに、「かりに2日であれば、1 尺 5 寸が不足する」とは、蒲は生えてから 2 日で、
長さは 4 尺 5 寸（45寸）になり、莞は生えてから 2 日で、長さは 3 尺（30寸）になるが、
これでは莞は蒲に 1 尺 5 寸（15寸）及ばない。ゆえに「不足する」というのである。
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また、「かりに 3 日であれば、 1 尺7 1―2 寸余る」とは、蒲は前より7
1―2 寸増え、莞は前
より 4 尺（40寸）増えており、これでは（莞は蒲を）1 尺7 1―2 寸超える。ゆえに「余す
有り」というのである。盈不足術によってこれを乗除すると2 6―13日という答えがでる。
また 3 日目に伸びる蒲と莞の長さ（ 3―4 尺と4尺）を答えの分数の分子（6）に掛け、分
母（13）で割ってやると、蒲と莞の 3 日目途中までの長さが得られる。そこで、この
値を定長（ 2 日目までの蒲と莞の伸びた長さ）に加えると、蒲と莞の 3 日目 6―13日まで
の長さが得られる。
[一二][一]今有垣厚五尺、 兩鼠對穿。 大鼠日一尺、 小鼠亦日一尺。 大鼠日自倍、
小鼠日自半。 問幾何日相逢。 各穿幾何。 答曰、 二日十七分日之二。 大鼠穿三尺四
寸十七分寸之十二、 小鼠穿一尺五寸十七分寸之五。









初日 2 日目 3 日目
大鼠 1 尺 1 ＋ 1 × 2 ＝ 3 尺＝ 30 寸 1 ＋ 2 ＋（2 × 2）＝ 7 尺＝ 70 寸
小鼠 1 尺 1 ＋ 1 × 1―2 ＝1
































　　　　　大鼠　 S ＝1＋2＋22＋23＋……＋2x-1 … （5）
　　　　　　―） 2S = 2＋22＋23＋……＋2x-1＋2x  … （6）
　　　------------------------------------------------------------------------------------------------------
 －S＝1 －2x… （5）－（6）
　　　　　ゆえにS ＝2x－1を得る。
　　　　　小鼠 S’ ＝1＋ 1―2 ＋
1―22 ……＋
1―2x-1  … （7）




1―2x  … （8）
　　　------------------------------------------------------------------------------------------------------
      　　　 　　 1―2 S’＝1                           –
1―2x … （7）－（8）
　　　　　ゆえにS’＝2–2× 1―2x を得る。





訳： 今、垣の厚さは 5 尺（50寸）であり、 2 匹の鼠が向かい合って掘った。大鼠は 1 日に
1 尺（10寸）を、小鼠もまた 1 日に 1 尺（10寸）を掘る。大鼠は日ごとに掘る率が 2 倍
になり、小鼠は日ごとに半分となる。問う、何日で出逢うか。また、それぞれいくら
掘るか。
　　　 答えにいう、2 2―17日。大鼠は 3 尺4
12―17寸を堀り、小鼠は 1 尺5
5―17寸を掘る。



















　　　 　「後の一日」とは、大鼠の 3 日目の掘る長さ 4 尺（＝40寸）を云う。この40に答え
（ 2―17）の分子 2 を乗じ（40×2）、答えの分母17で割ってやると、3 日目途中の
2―17日ま
での掘った数（80―17寸）が得られる。そこで大鼠の 1 日目（ 1 尺）と 2 日目（ 2 尺）の穿っ
た数をこれに加えると、大鼠の 3 日目途中の 2―17日までの穿った数（3尺4
12―17寸）が得
られる。




10―4 ×2）、答えの分母17で割ってやると、 3 日目途
中の 2―17日までの掘った数（
5―17寸）が得られる。そこで小鼠の 1 日目（ 1 尺）と 2 日
目（ 1―2 尺）の掘った数をこれに加えると、小鼠の 3 日目途中の
2―17日までの掘った数（ 1
尺5 5―17寸）が得られる。
訳：大鼠は 1 日ごとに（掘る長さが）2 倍になり、2 日で掘った合計は 3 尺（30寸）となる。
小鼠は 1 日ごとに半分となり、 2 日で掘った合計は 1 尺 5 寸（15寸）となり、これを
大鼠の掘ったものに加えると、合計は 4 尺 5 寸（45寸）となる。これを垣の厚さ 5 尺
と比べると、 5 寸不足する。またかりに 3 日とすれば、大鼠は 7 尺（70寸）を掘り、
小鼠は 1 尺 7 寸半（17 1―2 寸）を掘り、これを加えて、垣の厚さ 5 尺より引けば、 3 尺








行酒各得幾何。 答曰、 醇酒二升半、 行酒一斗七升半。





















　　　醇酒：  5升×2銭+2升×10銭―10銭+2銭 ＝
30―12＝2
1―2 升




訳： 今、醇酒は 1 斗（10升）で、値50銭であり、行酒は 1 斗（10升）で、値10銭である。今、
30銭で、酒 2 斗（20升）を得ようとする。問う、醇酒・行酒の量はそれぞれいくらか。
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　答えにいう、醇酒は 2 升半（2 1―2 升）、行酒は 1 斗 7 升半（17
1―2 升）。
　　 　術にいう、かりに醇酒が 5 升で、行酒が 1 斗 5 升（15升）であれば、10銭余る。か















訳：醇酒 5 升は、値は25銭であり、行酒 1 斗 5 升（15升）は、値は15銭であることに拠れば、
30銭と比べると、余りは10銭である。醇酒 2 升によると、値は10銭であり、行酒 1 斗
8 升（18升）は、値は18銭に拠れば、30銭と比べると、不足は 2 銭である。盈不足術
により計算する。この問はすでに設定が二重であり、それが「斉」「同」に及んでい
るという意味である。
[一四]今有大器五 ・ 小器一、 容三斛、 大器一 ・ 小器五、 容二斛。 問大 ・ 小器各容
幾何。 答曰、 大器容二十四分斛之十三、 小器二十四分斛之七。










　　　 大器と小器の容量は不明であるが、大器が 5 個・小器が 1 個であれば容量は 3 斛（30
斗）であり、大器が 1 個・小器が 5 個であれば容量は 2 斛（20斗）である。大器の
容量が 5 斗で、小器の容量も 5 斗であれば、10斗余る。大器の容量が 5 斗 5 升
（5 1―2 斗）で、小器の容量が 2 斗 5 升（2










　　 　術にいう、かりに大器の容量が 5 斗、小器の容量も 5 斗であれば、10斗余る。かり

















訳： 按ずるに、大器の容量が 5 斗であれば、大器 5 個の容量は 2 斛 5 斗である。これを 3
斛から減ずると、余りは 5 斗、つまり小器 1 個の容量となる。ゆえに「小器も亦た五斗」
といっているのである。小器 5 個の容量が 2 斛 5 斗であれば、大器 1 個の容量 5 斗と
合わせて 3 斛となる。これを 2 斛と比べれば、10斗多い。また、かりに大器が 5 斗 5
升であれば、大器 5 個の合わせた容量は 2 斛 7 斗 5 升である。これを 3 斛から減ずる
と、余りは 2 斗 5 升となるので、小器 1 個の容量である。ゆえに「小器二斗五升」といっ
ているのである。大器 1 個の容量は 5 斗 5 升、小器 5 個の合わせた容量は 1 斛 2 斗 5
升であり、これを合わせると 1 斛 8 斗となる。2 斛と比べると、2 斗少ない。ゆえに「二
斗を不足する」といっているのである。盈・不足を維乗して、それぞれ合計して実と
する。盈・不足を合計して法として、実を割る。
[一五]今有漆三得油四、 油四和漆五。 今有漆三斗、 欲令分以易油、 還自和餘漆。
問出漆 ・ 得油 ・ 和漆各幾何。 答曰、 出漆一斗一升四分升之一、 得油一斗五升、 和
漆一斗八升四分升之三。








　　　 漆 3 斗（30升）で油 4 斗（40升）を得、油 4 斗（40升）で漆 5 斗（50升）を和す。出す
漆が 9 升であれば、油 9 × 4―3 ＝12升を得、油12升で和す漆は12×
5―4 ＝15升である。
このとき漆は30－（15＋9）＝ 6 升不足する。出す漆が12升であれば、油12× 4―3 ＝16











　　　 現在の数学を用いて解くと、出す漆をx 升とした場合、得る油は 4―3 x升、混ぜ合わ
せる漆は 5―4 ×












訳： 今、漆 3 で油 4 が得られ、油 4 は漆 5 と混ぜ合わせる。今、漆 3 斗が有る、これを分
けて油と交換し、その油で余った漆と混ぜ合わせようとする。問う、出す漆・得る油・
混ぜ合わせる漆はそれぞれいくらか。
　　 　答えにいう、出す漆は 1 斗1 1―4 升（11
1―4 升）、得る油は 1 斗 5 升（15升）、混ぜ合わせ
る漆は 1 斗8 3―4 升（18
3―4 升）である。




















訳：按じますに、この術で 3 斗（30升）の漆で、 9 升を出すと、油 1 斗 2 升（12升＝ 9 × 4―3 ）
を得、漆 1 斗 5 升（15升=12× 5―4 ）を混ぜ合わすことができる。余りの漆は 2 斗 1 升（21
升＝30- 9 ）であるから、 6 升（21-15）の漆は混ぜ合わすべき油がない。ゆえに「不
足すること六升」というのである。かりに出す漆が 1 斗 2 升（12升）であれば、交換
により得た油 1 斗 6 升（16升＝12× 4―3 ）は、漆 2 斗（20升＝16×
5―4 ）を混ぜ合わすこと
ができる。 3 斗（30升）の中で、すでに 1 斗 2 升（12升）を出したのであるから、余りの
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